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要 約

1．試験の表題 1，3一ジクロロプロペン（被験物質番号　K－877）の微生物

による分解度試験

2．分解度試験

2．1試験条件

　　（1）被験物質濃度

　　（2）活性汚泥濃度

　　（3）試験液量
　　（4｝㈱吝養温度
　　（5）試験液培養期間

100　㎎／2

　30　磁（懸濁物質濃度として）

300　超
25±1　℃
28　日間

2，2測定及び分析

　　（1｝閉鎖系酸素消費量測定装置による生物化学的酸素要求量（BOD）の測定

　　（2）全有機炭素分析法（TOC）による溶存有機炭素の分析

　　（3〕ガスクロマトグラフィー（GC〉による被験物質の分析

3．試験結果

｛1）B　O　Dによる分解度

〔2）T　O　Cによる分解度

（3）G　Cによる分解度

　　　　　　　A成分

　　　　　　　B成分

％
％0
0
97％，

98％，

％
％0
0
98％，

98％，

10％
0％

98％
98％

＊被験物質は、c　i　s体及びtra“s体の2種の異性体よりなるが、クロマトグ

　ラム上のピークとこれら異性体との対応がっかないため、クロマトグラム

　上の溶出順にピーークA及びピークBとして区別した．

4．被験物質の安定性

被験物質は保管条件下で安定であることを確認した．
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最終報告書

試験番号　20877

1，表　　題

，

　　　2．試験委託者

●

3．試験施設

4．試験目的

　　　5．試験方法
●

1，3一ジクロロプロペン（被験物質番号　K－877）の微生物

による分解度試験

名
住
称
所

称
所
麟

名
住
運

通商産業省

（〒100）東京都千代田区霞が関4丁目3番1号

財団法人化学品検出絵

化学品安全センター九州試験所

（〒830）福岡県久留米市中央町19－14

TEL　（0942）34－1500

被験物質K－877の微生物による分解性の程度について知見を得
る．

「新規化学物質に係る試験の方法について」（環保業第5号、薬発

第615号、49基局第392号昭和49年7月13日）に規定
する〈微生物等による化学物質の分解度試験〉による．
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　　6．試験期間

　　　　（1）試験開始日

　　　　（2）試験実施期商

　　　　　活性汚泥使用開始日

　　　　　試験液培養開始日
　　　　　試験液培養終了日
ま

　　　　（3）試験終了日

●7・翻縣者

　　　　試験責任者

　　　　試験、担当者

　　　　活性汚泥管墨責任者

　　　　試資料管理責任者

●8・鰍鮪詐期

　　9．最終報告書の承認

　　　　試験責任者

昭和63年11月29日

　　昭甜63年11月16日
　　昭和63年11月30日
　　昭和63年12月28日

平成元年1月19日

作成者

氏名

平成元年1月19日

半戯年月粕
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10．被最物質

　本報告書において被験物畷K－877は、次の名称及び構遺式等を有するものと

する．

10．1名　　称　　1，3一ジクロロプロペン

10、2構造式等

樹
一●

［cis］

［trans］

　＼　　／
　　C＝C
C』／　　＼

　H　　　　H

　H＼

C』／

分子式　C3H4Cコ2

好量　　110．97

　　　　　卓110．3繍　度 97．2％
　　　＊21ピークA
　　　‡21ピークB

CH2C』

　’一／CH2C』

C＝C
　　＼H

31．6％
65．6％

章1ガスクロマトグラフィーによる．幅

哩　被験物質は、c　i　s体及びt　rans体の2種の異性体よりなるが、クロマトグ

　ラム上のピークとこれら異性体との対応がつかないため、クロマトグラム

　上の溶出順にピークA及びピークBとして区別した．

も

10．4入手先、等級及びロット番号

先
級
号

　
一
番

手
　
ト

　
　
ツ

入
等
ロ

ン
　
ユ
　
ラ

ー
り
二
　
り
0

（
　
（
　
（ FBPO4
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10．5同　定
　　赤外吸収スペクトル（図一8参照）、質量スペクトル（図一9参照）及び核磁

　　気共鳴スペクトル（図一11参照）により構造を確認した．

黙
鰍
辮鷺

爵縣
灘㈱鰭

　
ラ
　

ラ

　
一
　
リ
ム

　
（
　
（

610

11．活性汚泥の調製

11，1汚泥の採集場所及び時期

　　（1）場所国内における下記の10ヵ所から採集した．

（2）時期

伏古川処理場（北海道札幌市）

中浜処理場（大阪府大阪市）

北上川（宮城県石巻市）
’チ

g野川（徳島県徳島市）

広島湾（広島県広島市）

昭和63年9月

深芝処理場（茨城県鹿島郡）

落合処理場（東京都新宿区）

信濃川（新潟県西蒲原郡）

琵琶湖（滋賀県大津市）

洞海湾（福岡県北九州市）

水
雨
下
撫

　
市
、
灘　　
ニ

　
　
ロ

　
都
洌

　
）
　

）

　
－
　
つ
乙

　
（
　
　
（

惚1

下水処理場の返送汚泥

表層水及び大気と接触している波打際の表土

　　　11，3新旧汚泥の混合

●　　慌囃してき畑地の襯のろ液をそれ熟500此ぞれまで徽に供
　　　　　していた旧“繊㌘液52とを混合して10』とし・pHを7・O±1・・‘こ縫
　　　　　して培養槽でばっ気　した．

略ばっ気
　　　屋外空気をプレフィルターに通し、ばっ気に用いた．
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11，4培　養

牒盤｛叢響騰鵬瀧禦1轍灘幣輸
　　返し、培養して活性汚泥とした．培養温度は25±2℃とした．

鴫　0．1％合成下水

　　　グルコース、ペプトン、りん酸一カリウムをそれぞれ0．1（脚／V）％に

　　なるように脱塩素水に溶解し、水酸化ナトリウムでpHを7．0±1．Oに

　　調整したものを用いた．

11，5管理及び使用

　　　培養中、上澄液の外観及び活性汚泥の生成状態を観察するとともに、活性汚泥

　　の沈でん性、pH、温度及び溶存酸素濃度を測定し記録した．活性汚泥の生物相

　　は適宜光学顕微鏡を用いて観察し、異常のないことを確認した上で試験に供した．

11．6活性汚泥の活性度の点検

　　　標準物質を用いて活性汚泥使用開始時に活性度を点検した．また、旧活性汚泥

　　との関連性に留意した．

12．分解度試験の実施

12．1試験の準備

　　（1〕活性汚泥の懸濁物質濃度の測定

　　　　　測定方法　　「工場排水試験方法」の懸濁物質（JISκ0102－1986の

　　　　　　　　　　　14．1）に準じて行った．

　　　　　測定実施日　　昭和63年11月28日

　　　　　測定結果　活性汚泥の懸濁物質濃度は6蜘2であった．

〔2）基礎培養基の調製

　　　「工場排水試験方法」の生物化学的酸素？肖費量（JISKO102－1986の21，）

　で定められたA液、B液、C液及びD液それぞれ3超に精製水を加えて1P

　とする割合で混合し、pHを7．Oに調整した．

（3）基準物質

　　アニリンを用いた．

一　6　一



12．2試験液の調製

　　　試験容器を6個用意し、試験液を下記の方法で調製した．

　　　これらの試験液について、12，3の条件で培養を行った．

（1）被験物質及びアニリンの添加

　｛a）（水＋被験物質）系（1個）

　　　試験容器に精製水30082を入れ、被願物質を10㎎／2になるように添加

　　した．

　（b）（汚泥＋被験物質）系（3個）

　　　試験容器に基礎培養基300粛2を入れ、被酸物質を10（剛2になるように

　　添加した．

（cl（汚泥＋アニリン）系（1個〉

　　　試験容器に基礎培養基300威を入れ、アニリンを100㎎／2になるように

　　添加した．

（d）汚泥ブランク系（1個）

　　　試験容器に：基礎培養i基300盧2を入れた．

（2）活性汚泥の接種

　　（bl・（c）及び（d）の試験容器に11．の条件て調製した活性汚泥を、懸濁物質

　濃度として30㎎／2になるように接種した．

12．3試験液培養装置及び環境条件

　　（1）試験液培養装置

　　　　　閉鎖系酸素消費量測定装置（クーロメ・一夕ー）

　　　　　　試　験　容　器　　300寵用培養ビン（揮発性物質用改良型）

　　　　　　炭酸ガス吸収剤　　ソーダライム，紺α1

撹拌方法 マグネチックスターラーによる回転撹拌

轍
騎

培辮
鐸

⑳（

25士1℃
28日間
第11機器室
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12．4試験液の分析

　　　培養期間終了後、試験液中に残留している溶存有機炭素、被搬物質、加水分解

　　生成物である3一クロロー2一アロベンー1一オール（以下、変化物と称する．〉

　　及び塩素イオンを分析した．なお、培養終了伽）試験液において、変化物が3一

　　ク口口ー2一プロペンー1一オールであることをガスクロマトグラフー質量分析

　　計で確認した（図一10参照）．

　　　　　H　　　　　H
　　　　　＼　　／
［cis］　　C＝C
　　　　C』／　＼CH2C』

　　H　　　　　H　　　＼　　／　　　　　　　．
→　　　C驚C　　　　　＋Cコ
C〆　＼CH20H

　　　　　H＼　／CH2C』
［tpans］　　C＝C
　　　　C1／　　＼H

　　　　　　被験物質

　　H＼　／CH20H　．
→　　　　C＝C　　　　　　十Cコ
　C』／　　＼H

　　　3一ク口口ー2一プロペンー

　　　1一オール（変化物）

12．4，1試験液の前処理

　　　　試験液培養期間終了後・（水＋被験物質）系、（汚泥＋被験物質）系及び

　　　汚泥ブランク系の試験液について次頁のフロースキームに従って前処理凱作を

　　　行い、溶存有機炭素を分析するための全有機炭素分析法（TOC）試料、

　　　被験物質及び変化物を分析するためのガスクロマトグラフィー（GC）試料、

　　　塩素イオンを分析するための紫外可視分光光度法（V　I　S）試料とした．

一　8　一一



フロースキームー1

試験液
　　　・冷却（約18時間，冷蔵庫中に保存）

・分取10冠

　（ホールピペヅト）

・遠心分離

　（1000xg，10分間，5℃）

上澄液

TOC試料　　GC試料一2　　フロースキームー2へ続く

変化物分析．

←ジタロロメタン　70超

　（メスシリンダー）

・撹拌（5分間）

←ジクロロメタン　30磁

　（メスシリンダー〉

←塩化ナトリウム　909

　（上皿天秤で秤i）

・振とう（5ラ澗）

水層 ジクロロメタン層

・脱水ろ過（1PSろ1紙）

・定容　100祀

　（ジクロロメタン，

　メスフラスコ）

GC試料一1

被験物質分析

フロースキームー2

　　　　フロースキームー1より続く

・分取　1磁（ホールピペット）

←精製水　10雇（メスシリンダー）

←509／2硝酸第二鉄溶液　5磁（ホールピペット）

←3g〃チオシアン酸第二水銀エタノール溶液

　2．5磁（ホールピペット）

・定容25威（精製水，比色管）

・放置（10分間）

　V　I　S試料

塩素イオン分析

一　9　一



12．4，2定量分析

（1）全有機炭素分析法による溶存有機炭素の分析

　　前処理を行って得られたTOC試料について下記定量分析条件に基づき

　　　　　　を分析した．

　　試験液の孚　’　　、’反は、全有機炭素計内のデータ処理装置により、

　TOC標準溶液40．0㎎C／2のピーク面積を測定して検量線を設定し、TOC

　試料のDOCを測定した（表一2参照）．なお、TOC標準溶液はフタル酸

　水素カリウムを精製水に溶解して調製した．

　　被験物質の測定限界は、データ処理装置の最小ピーク条件より350digit

　　（ピーク面積）とし、1．5㎎C！2とした．

繍器

b
豊
丘
度

欝
削
感

全有機炭素計

680℃
150認／min
　10　μ2

レンジ3
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（2）ガスクロマトグラフィーによる被験物質の分析

　　前処理を行って得られたGC試料一1について下記定量分析条件に基づき

　被験物質を分析した．GC試料一1中の各成分の濃度は、標準溶液の被験物質

　濃度（30剛2）を異性体の成分比率て補正して表示した各成分の濃度（ビ

　ークA97．5㎎／2、ピークB202，5㎎∠を）に対し、データ処理装置で得られ

　たこれら成分のピーク面積とGC試料一1のピーク面積とを比較し、比例計算

　　して求めた（表一3、図一2参照）．

　　被験物質ピークA及びピークBの測定限界は、クロマトグラムのノイズ

　　レ殉レを500W・sec　（ピーク面積）とし、それぞれピークA　O．98㎎／2、

　ヒータB　O．98㎎〆2とした．

酬器

夋
�
相
墾
重
量
度
麟

驚
液
伽
鍛
感
検
記

の（

ガスクロマトグラフ

水素炎イオン化検出器（F　I　D）

20耽×1．2』照φ　ガラス製

G－100　　脚享　2伽

60℃
130℃
ヘリウム

20磁／而n

1μ2

　　　　　1レンジ　10
　　　　　　　　　　　5レンジ　　1酬，ATT印　　2

（b）検量線の作成

　　被験物質100㎎をジクロロメタンに溶解し、100雌に定容してピークA

　　325㎎／2、ピークB675㎎／2の標準原液を調製した．これをジクロロメタ

　ンで希釈してピークA32、5、65．0及び97，5㎎／2、ピークB67．5、

　　135．O及び202、5㎎／2の標準溶液とした。この標準溶液を前記の定量条件

　に従ってGCにより分析を行い、それぞれのピーク面積と濃度とに基づき

　検量線を作成した（図一4参照）．
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（3）ガスクロマトグラフィーによる変化物の分析

　　前処理を行って得られたGC試料一2について下記定量分析条件に基づき

　変化物を分析した．定量分析は変化物の入手が困難なため、変化物の異性体

　である2一ク口口ー2一プロペンー1一オールを標準試料として用いた．

　GC試料一2中の変化物の濃度はデータ処理装置て器られた2一クロロー2一

　プロペン一一1一オールの標準溶液10G㎎／2のピーク面積とGC試料一2のビー

　ク面積とを比較し、比例尉算して求めた（表一5、図一5参照）．

　　変化物の測定限界は、クロマトグラムのノイズレベルを500測・sec

　　（ピーク面積）とし、1，2㎎／2とした。

　　H　　　　　C』
　　＼　　／
　　　CニC
　　H／’＼CH20H
2一クロロー2一プロペンー1一オール

騰　器
器
ム
相
度
　
ス
重
量
度
器
計

　
　
　
　
　
温
畷
　
出
録

朧　　出
ラ
　
ム
　
ヤ
　
入

　
　
　
　
液
ラ
リ
　
　
検
記

　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
機
検
カ
　
カ
　
キ
流
注
感

の（

ガスクロマトグラフ

水素炎イオン化検出器（F　I　D）

30れ×1．2㎜φ　ガラス製

G－300　　膜厚11加

140℃
180℃
ヘリウム

20超／min

1μ2

　　　　　1レンジ　10
　　　　　　　　　　　3レンジ　　1副，ATTEN　2

（b）検量線の作成

　　2一クロロー2一プロペンー1一オール100㎎をメタノールに溶解し、

　10認に定容して109／2の標準原液を調製した。これを精製水で希釈して

　25，0、50，0及び100㎎∠2の標準溶液とした．この標準溶液を前記の定量条

　件に従ってGCにより分析を行い、それぞれのピーク面積と濃度とに基づ

　き検量線を作成した（図一6参照）．
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（4）紫外可視分光光度法による塩素イオンの分析

　　前処理を行って得られたV　I　S試料について下記定量分析条件に基づき

　塩素イオンを分析した．V　I　S試料中の塩素イオンの濃度は可視吸収スペク

　　トル上で得られた標準溶液4．OO㎎！2の吸光度とV　I　S試料の吸光度とを比較

　　し、比例計算して求めた（衷心6、図一7参照）。

　　塩素イオンの測定限界は、クロマトグラムのノイズレやレをO．02（吸光度）

　　とし、　O．1㎎／2とした．

（a）分析機器の定量条件

　　機　　　　器

　　対　　　　照

　　セ　　　　　ル

　　波　　　　長

紫外可視分光光度計

セル長　30㎜

460㎜

（b）検量線の作成　　．

　　　50卜650℃で40～5礪ロ熱し、デシケータ一中で放冷した塩化ナト

　　リウム（分子量：58，44）164、8㎎を精製水に溶解し、200彪に定容して

　　50伽g（塩素イオン：C』　）／2の標準原液を調製した．これを精製水で

　希釈して1G㎎〃の塩化ナトリウム溶液とした．この塩化ナトリウム溶液を

　　2．5、5、O及び10耐つ分取し、以下のフロースキームに従って前処理操

　作を行い、tOO、2．00及び4、OO㎎／2の標準溶液とした．この標準溶液を前

　記の定量条件に従ってV　I　Sにより分析を行い、それぞれの吸光度と濃度

　とに基づき検量線を作成した（図一7参照）．

フロースキーム

塩化ナトリウム溶液

←精製水　5雇（メスシリンダー〉

←508／2硝酸第二鉄溶液　5超（ホールピペット〉

←39〃チオシアン酸第二水銀工、タノール溶液　2、5麗

（ホールピペット）

・定容25超（精製水，比色管）

・放置（10分間）

標準溶液
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12，4，3回収試験

　　　回収試験は12．2に準じて被験物質を添む目した（水＋被験物質）系及び（汚泥

　　　＋被験物質）系の試験液を12．4、1に従って前処理操作し、前記の定量条件に従

　　　づてGCにより分析を行った．分析操作における各2点の回収率及び平均回収

　　　率は下記のとおりであり、平均回収率を試験液中の被験物質濃度を求める場合

　　　の補正値とした（表一4、図一3参照）．

・ピークA

　（水＋被験物質）系回収率

（汚泥＋被験物質）系回収率

92．3％，

91，5％，

91，8％平均92．0％

90，5％　平均91．O％

・ピークB

　（水＋被験物質）系回収率

　（汚泥＋被験物質）系回収率

92，7％，

91，3％，

92、2％平均9214％
90、7％　平均91，0％
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12，5分解度の算出

　　　被験物質の分解度は下記の式に基づき算出し、ノ」動点以下1ケタ目を丸めて

　　整数で表示した、

　　　（1）BODによる分解度

　　　　　　　　　　　　　　BOD　－　B　　　　　分解度（％）　＝　　　　　　　　　　　×　100
　　　　　　　　　　　　　　　　TOD
　　　　　　BOD　：　（汚泥十被齎物質）系の生物化学的酸素要求量

　　　　　　　　　　　　（測定値）（㎎）

　　　　　　B　　　：　汚泥ブランク系の生物化学的酸素要求量

　　　　　　　　　　　　（測定値）（㎎〉
　　　　　　　　　傘5
　　　　　　TOD　：　被験物質が完全に酸化された場合に必要とされる理論的

　　　　　　　　　　　酸素要求量（計算値）（㎎）

　　　巧　TODの算出は純度100％として計；算した．

　　　（2）TOCによる分解度
　　　　　　　　　　　　　　DOC　－　DOC　　　　　　　　　　　　　　　　　B　　　　　A　　　　　分解度（％）　＝　　　　　　　　　　　　　×　100
　　　　　　　　　　　　　　　　　DOC
　　　　　　D・CA：（欄糊倣〉紮における一棚・量

　　　　　　　　　　　　（測定値）（㎎C）

　　　　　　DOCB＝　（水＋被験物質）系における溶存有機炭素の残留量

　　　　　　　　　　　　（測定値〉（㎎C）

　　（3）GCによる分解度
　　　　　　　　　　　　　　S　－　S
　　　　　　　　　　　　　　　B　　　A　　　　　分解度（％）　＝　　　　　　　　　　×　100
　　　　　　　　　　　　　　　　SB
　　　　　　s＾：（棚＋翻疲）系における纐搬囎量
　　　　　　　　　　　　（測定値）（㎎）
　　　　　　　　象6
　　　　　　SB　：纐繍の添櫨（㎎）

　　　＊6被験物質力泳中で変化したため。

12．6数値の取扱い

　　　数値を平均する場合、平均は算術平均とした．数値の丸め方はJIS　Z8401－

　　1961に従った．
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13．試験条件の確認

　BODから求めたアニリンの7日及び14日後の分解度はそれぞれ77％及び94％で

あることから、本試験の試験条件が有効であることを確認した．

14．試験結果

14，1試験液の状況

　　　試験液の状況は下記のとおりであった．

試　験　液 状　　　　　況

〈水＋被験物質）系
被験物質は下に沈んでいたが、撹拌後

ｷぐに溶解した．

培養開始時

　　　／
i汚泥＋被験物質）系

被験物質は下に沈んでいたが、撹拌後

ｷぐに溶解した．

培養終了時－”一

（水＋被験物質〉系

i汚泥＋被験物質）系

浮遊物質は見られなかった．

wV物質は見られなかった．

�Dの増殖は見られなかった．

一一 @16　一



14，2試験液の分析結果

　　28日後のTOC、GC及びV　I　S分析綾果並．びに残留率及び生成率は下記の

　　とおりであった。

表一A

G　C

蹴 変化物
VISによる

桝fイオン

TO　C

c留量
D．．（磐9）

c留率

i％）

残留量

﨟j

合計残留量
@
．
熊
）
‘
①
＊
1
辮
　
（
％
）

蝿
．
，
（
㎎
）

合計生成量

D．1㎎）

@②
ｶ成率
@（％）

合計

F＋②

i％）

蛆．．鰺）、、

ｶ成率

i％）

回水＋ 9．5
A　O，3

a　O．5

a　7．5

bP5，4被験物質・一

@　　　〔100］

O．8

m3］

22．9

m92］
　　噛
m95］

7．3一

m77］

団汚泥＋

甯ｱ物質…
@　　　［103］

9．8
A　O．3

a　O，5
0．8

m3］

a　7．2

bP4．9
22．1

m89］ ［92］

8．7

m92］

圃汚泥＋ 9．7
A　O，2

a　O，5

a　7，2

bP4，6被験物質…
@　　　［102］

0．7

m2］

21．8

m88］ ［go］

8．9

m94］

囹汚泥＋ 9．5
A　O．2

a　O，5

a7．2
bP4，7被験物質…

@　　　［100］

O．7

m2］

21．9

m88］ ［go］

10．2

m107］

添加量
yび

攪_量

9．5
A9．7
a20．1

29．8 24．8 9．5

付　　表 表一2 表一3 表一5 表一6

表中に示した変化物a，bは、ガスクロマトグラフー質量分析により、変化物は

2種の異性体よりなることが確認された．そこでこれらの成分をクロマトグラム上の

溶出順にa及びbとして区別した．

＊7残留率＝
合計残留量
　　　　　X　IOO（％）
被験物質添加量
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14，3分解度試験結果

　　　28日後の分解度は下記のとおりであった．

■

分　　解　　度　　（％）

団 回 囹
付表

B　O　Dによる結果 0 0 10 表一1

TOCによる結果 0 0 0 表一2

ピークA 97 98 98 表一3－1

GCによる結果

ピークB 98 98 98 表一3ぞ

15．試資料の保管

15，1被験物質

　　　保管用被験物質約59を保管用容器に入れ密栓後、「新規化学物質に係る試験

　　及び指定化学物質に係る有害性の調査の項目等を定める命令第4条に規定する

　　試験施設について」に定める「新規化学物質に係る試験及び指定化学物質に係る

　　有害性の調査の項目等を定める命令第4条に規定する試験施設に関する基準」

　　（以下「GLP基準」という．）第32条に定める期間、当試験所試料保管室に

　　保管する．

　　　15．2生データ、資料等

●　　識はり得ら鮫分析機・囎、鯨結果そ欄ノート等藤
　　　　　報告書の作成に用いた生データ、試験計画書、銅座表、資料等は最終報告書と共

“　　　　　　に、「GLP基準」第32条に定める期間、当試験所資料保管室に保管する．
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16．備考

16、1試験に使用した機器及び装置

ク・一ロメーター

全有機炭素計

ガスクロマトグラフ

天びん
p　H計
紫外可視分光光度計

大倉電気製

島津製作所製　丁OC－500

島津製作所製　GC－9A

Sartorius：社製　2007
　　　　　　　HM－20E
日立製作所製　　150－20

MP6

16，2試験に使用した試薬

　　　フタル酸水素カリウム　　：　　　　　　　　　試練級

　　　精製水　　　　　　　：高杉製薬製　　　日本薬局
　　　ジクロロメタン　　　　　：　キシダ化学製　　　試薬←級

　　　塩化ナトリウム　　　　　：　マナック製　　　　試薬一級

　　　2一ク口口ぞ一プロペンー1一オール

　　　　　　　　　　　　　　＝Aldrjchch㎝ical製純度95％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロット番号00216柵

　　　メタノール　　　　　　　＝和光純薬工業製　　HPLC用

　　　ソーダライム，晦1　　　：　　　　　　　　　試薬旨級

　　　アニリン　　　　　一　　　：　昭和化学製　　　　試薬特級

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロット番号・298324
　　　［塩素イオン分析用］

塩化ナトリウム

硝酸第コ鉄

チオシアン酸第二水銀

エタノール

マナック製　　　　日本工業規格試薬特級

　’ノ　　　　　試薬特級

ナカライテスク製　試薬」・級

ナカライテスク製試薬」級

一　19　一



’● ●　’

図　一　■ （1／5）
ク一口メーター記録図

Test　S曲stance 』一 W7

ApparatUS

　『a舶e
　chartspeed

Coulomete♪　ぬ　しd－4

250㎎“x1
2簡／』

Cultlvatio“oondltjoo
　CO臓cent「at　ion

　　　　tcst　substance
　　　　reference　sobsta“ce

　　　acUvated　sludge
　te叩eratupe
　pe口od

l　oo鋼8！2
1Ani　I　I論e｝・・

100囎12

25±1・℃
”／く∋o　　～　　 でシュ．9　　（　ム8レdays，　1989

避ottle　　凋0．

団
団
囹
回
国
回

CO．ntents

汚泥＋被験物質
飼om　：本試験

　　　　標準条件

水・＋被験物質

十アニ1ン

OひOfatOf

財団法人　化学品検査協会　化学品安全センター九州試験所



噸

r6　丁　6　5　4　・　～　－垂π　a　盆　肱

　
　

@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　U＼N）　ri区

自粛　h－¶－絹・！

．「臼摂目「日日甘口に一

β戯月詣u＋監－
hご　　　　　　　　’　あアー　二

㌧，

ど．肉『、盧

』一，　一　　　－　　　　I　　I　　　一　■一　　’F

一下律
L昌卜』．卜Uい一「「・・『！II　　｝『　一一　・

門田Ψ■…

ヒ肖一口，，－
・

pい一「

1

・ぎ）回

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　■一…一一7一

」一一…－…」！7　　f一、　　ドに日“
　　、h日q．，臼　hU口一日口一
拠出摘出；一　1　■　♂　■I　l　一　－¶　－　1一　■目U，ド。■；：　　　ヒd

↓【『

I　　　　　　I　　　一　　　11　　■

　，判：　　．一門■　　　■　　・　　1　・　■■一　　　甲1■　　　一

@沼目一目肩
i日hdh口h目口場一D』録U
熱蹄瑞－一

鶏ぜ』

1　　一　　　　　．　●　　「　　　一1　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　【　　　　　甲　　橘　　［　　一　　⊥，　　　　　　　■　　　　’　　　一　一　　　甲　「　一　　『

F

1一　111　■　■1一コ』r「．、

【
一封u一昌汁彗目”、聾日日口目口hu一目～．

．dUり肩口　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　I

「－！－

1『，U

　　並㌻零娠

「
lI「1

7崖已「1　　↓　I　11　1　　・■一　■

．‘　一ド肩口．一　日日■昌．ード　彫：

一臣田］川“　1　　　」　－｝！
りh』hh月一目臼H口口P …『：出串，一Uレ口口、一、引Il

　h．頃日ト　　　　　　　　　　一一　　一　！　』　　1　　■　一　IIl■¶一　　1

肯」冒　」一－，潅　　－　一，轍軋　一し臨

」目HI　　　一　■　　1　　↓　1

，日昌
開擁“

日日月ヒレピい，口U一…一月一一

|■石目Ud■一一rE　［　十　『一　■申　■　『　一　　　一　ト

－　一－」十一一，Il－Tし　　　■日日h4」一

口σ旧一U．一口｛　一　甲　　－辱一・　　　［‘』

一
申黶C一　甲　　一　　アー、目口U一」隔り

輔　　　　　　　　　『　1口．一一』　　，P一

＋卜h一－一．

彫　　　『　■　一　一　　一

蓑

、目bdり目
日日U口白日一日目U月［U一日H昌－口口H口UD拝UU一コd．U一P具口Uコ一一日U戸凋．

日一“拝：揺珂d目－　， 月「しih臼BI－1目口りU
出店『i一■！　　：い一■　1　　　　　　　一　　L一一一、トい，：一D一、；一

一
．

�|㎏皿耗捻

一一一一一日り

π日日目一口口－“d臼”日U
目h口U，，，訥一具権が．r目付h』．．、擢！i：　■

日H口”一，．～1［I11 目月；■ヒドUl甲lI一lII　I　　■一」－．【

りhい一一U
卜搾丁一．一いP㍑q一

ヒ窪幽 ；P．．碧 ■－」－ILI－ UF 揖日u目目口自，，■h．巨口一一：」！…冒，H日月臼H＝Ud一拝一 日一UH負り目「肖日一日U、
。■　　▼・1

．一h日■

揺旨「D「”U 一

下上；、iーー 1　一　一　　1

11　し　一　　　　　　　　　一　ナ■
一DH月目口『
｝昇”d日将廿，†．41－卑1

1　　　　　　　　　　　　し　　　　　I　I【

目U悟ドhρ軒・ 羅臼ロ一』肩ヒ■1「　一一申一

　　一一一’｝

一、i■一■い戸口　一　　　甲　　　1　　　■

ドnU昌目

7■『－　　」　｝｛■

一工Ii…　jiI 1、」－丁十－ h「．？梅牟醐．

、hH U戸“iーー，口h目行け目に白昼臼Uロ目UU『一　　　　　　『　　　⊥1　■　一　　　1　　｝　1

一下411一 1　　　　“

｛！］　　1

封一

－石一．

中1一

1

一　　齢

－一丁⊥

！

覧］　」　1

一

一■口

『一　’

一　　一

i一　　　　　　　　－－，召’一n封…一 ．『，｝一1　　一■！Ii■一拍〕－一一　チ　　一

肩江班員口口刊コ
－重F一壽．

6丁直ロ　　　　　　　　　　　　　　54　　　　　　　　　　　　　　つ』

～1　　　　響Ω響】4　　　　　　　　　　　　　　「」2

一
「
b』
L一

一萱

V灘冠皿蔦

↑（田

ト～O）
密鵬
　
　
憲

　
　
轍

、
　
雛

　
　
｝
溜
」
～



，．●●り

咄
・
1

　
　
　
　
　
　
・
恥
　
　
！
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
　
　
　
1：
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
D
・
1

　
聯
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
「
摺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冠

　
　
j
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甑

　
け
l
r・
・
I
I…
1

　
　
　
　
蹴
柿
綱
が

　
I1
9
！
、
嗣
1捌
州

　
い
a「
幹
il’
，
『
マ
1

　
　
　
　
輔
ll劃
1螢

　
1　
楕
l

　
l曜
川

　
1　
11！

　
l
　
l
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
1硝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臆
　
コ

　
い
61
1
1”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
τ
丁
　
～

　
1　
！
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
il

　
l鵬
．
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
il与

　
い
5融
11i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l’
、

　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
竃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
II

　
i
一
引
抵

　
　
　
　
　
　
跡
継
薫

　
口
，
　
　
　
I
I一

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ラ
ド

　
1：
日
1
…
1

　
！
叫
…
il

　
神
川
　
　
　
　
　
　
　
　
r「

　
111！
川
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聾

　
11．
Ll．
1”
月

　
1繍
’
F

　
l
1Z田
i

　
　
　
　
　
　
　
”
一
一
r二

　
『
　
し
　
1
上
』
コ
1
．
！
i
！
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帆

（
い
1　
矧

ぼ
）
　
　
1　
1∴

　
チ
　
　
　
　
り
し
ド

ら
播
耀
…
1．
一
l

　
im＝
＝
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；

r
it！
　
　
目
・
・
，

函
！
架
橋
1｛
軸
⊥
卜
f

　
I
a
l『
…
i
『
「
『
i
　
l1L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
』

幡
．
…
！
…
iTT

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爵
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
r圓 ■　－　　　一」　　　　『　　－　　『一

　」■ト一一　　　　　　　一ト　｝　　■

－　一－　『　　　　　■　ト　　　　一

…　　　　　一一　一　　　　　　　　　　　　　　匹

－　工III　，lI・I　　ll　I　　庫　1
－一　　　　　　　　　　　　■　1『■～11　　　　　聖

い一，

■　　　　－　1F

『－　　■1　一一

レ」　一　1■匹　「II

．1■　　　　　」　－1

一　し　　　，　1■－　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　一　一

I　　　I

r　・

■　1　　　　一　一一　　　幽　一一r　一　市　一　一　『

重　一　　　一一　■　τ　　1

！　　⊥i・i　　　　　　　　τ一　　　i

一

．　「－卜「　■■・－　一　1　一中　1　　、1　　　［　　一

■　一　1　　1　　　1

i－

t　　　　　　　　　■圭－i　～r　』　　■

■　「　■■

r　　　I

一　　r　　　一　　閣　　　　－

■　1　　■

fI　　　　i　　甲1　■一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

■　　T　　　　　　I

］　　　　　●　革－　■　r　　■

　’　一I　　　　　　f

　　¶『　1　　　　　　　　　　　　一■一『■十一　　　　一f　F　　一　　　　　　　『1



●●

1　　　　6　　　　　5　　　　　4　　　　3　　　　　z　　　　　－　　碑…〕　霞　　　　　お　　　　　盆　　　　　a　　　　　20　　　　　凶

　
　

@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@　@含＼S　“i区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

山
i　
　
h　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

・
胴
羅
帆
1丁
一
r一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
’
一
一
『
　
爆

杣
川
l
i
迦
，
、
i

　
　
　
　
　
　
　
一

一
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舟
・

i
腓
1…
l
iili騰
糟
7il『
一

際
，
｝
、
瀦
1艦
1躍
1姫
・

　
　
　
　
：
一
汗
一
丁
『
’

　
柑
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

剛
毅
Lil淋
ii！
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
τ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

騰
・
Ill
！
縦
1！
殻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

1日
目
一
一
1
！
；
湘
iI

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

賦
レ
浦
　
1
11甲
’
1・
ll

　
　
　
　
　
　
　
l　
l　
’
1；

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
il睡

1
特
練
，
，
111藤
、
i

　
　
　
　
　
　
　
h1　
－
u

　
　
　
　
　
　
　
l甲
一

涯
．
l

　
　
　
　
　
　
I二

i
甲
　
　
　
　
　
　
1」

　
！
コ
『
　
一
　
：
i＝

ll肌
軸
i…
、
一
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ll：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
些
1轍

　
　
　
　
　
　
　
Ili．
コ

掬
1’
1川
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ll・

　
“
　
　
　
idi

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

琳
…
げ
、
i、
r柑
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
’
一
1

　
　
　
　
　
　
　
＋
』
r…
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
／

い
i一

振
…
　
i
；
i、
ト
†
il『
1・
一

　
　
　
　
　
　
　
」
’
・
1一
［
1

目
†
il臣
．

　
　
　
　
　
　
　
　
11「
代

持
t
⊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
口
1

岡　
　
　
　
　
　
　
　
一
コ
ー
一
『

得
1｝
＝
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
｝
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薬
’

一

一
　
　
　
－
　
　
r　
胴

…⊥一1

し　　　・

一　　［I　I　　l　I　　一　■　　　　　　一　　†　『

1　1一　晶－一－　　I　　I　、

I　　I　　■　　1　　■　　1　　■－　一　1

ト　『　一　－　　　　エ　イ　■　　■

一『　一　一　一　一　　1　1　　1

－　』　一　　　」　1

一　　　1r　　し　　ヒ　　　一　■　■　　I　l　■

］　　I　　　I　一　　一　f　■　■i　一　　－　　　一

一
’
ｸ’
冒

　
軒
一
イ
l

ll闘
団

II
I1

詳？回一

挙箸噛目 一　．



●●

胃

　
⊥
1g齢
’
1！

　
　
　
　
レ
ド
レ

　
　
　
　
，
町
日
一
一
『
1π
…

　
1．
出
il，
一

　
⊥
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
　
　
1：
i　
　
　
　
　
舛
牟
・
1

　
　
　
　
－
1
…
←
1；
！
．
　
　
騨
・

　
練
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
．
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
i『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
1協
ll，
1賑
・
i蔀
1い
　
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
J’

　
1腓
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
！

　
　
　
　
　
　
ロ
ト

　
　
　
　
　
…
1ぼ
　
　
一
…
i！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∫

　
い
5m脚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
篇
　

ロ
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
1一

　
繍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
’
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
認
　
　
OQ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
牡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
肩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
一
　
II
日
・
：
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
＿
　
～

　
P
』
i
l

　
l　
i1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
升
逗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綴

　
ir
」
，
，
…
，
．
　
】
1T

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ll轍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i，

　
　
　
1：
ll『

　
l　
l！
ii」
…
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
着
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
充
蝉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（
　
l　
　
l－
l
l

ゆ＼
i
g
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

91
　
・
h
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1日

　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ll：
／
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1袋
：

一
18　
il葺

t
！
　
1
、
1
・
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
一
1「
「
｝
Ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
・
1㌧
隆

区
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

　
い
　
；
一
I
@　
　
　
－
．
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1．

　
1
　
！
塗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≧

　
1制
振
，
羽
十
r十

申「●

閣

▼1
｝
」1

11
1

1

『

1
「

匹

1

」

1

F

ト

』
『

｝　　1　　　　一…T　　［

　　　　1『　　　1　　　　　　　　　一

ユ一　　　車

一　　　一　　　　　　　　　　　　　　1


